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施設紹介

当施設は医療法人博愛会の老健施設「ぺあれん
と」として2004年４月に開設されました。在宅事業所
３つ、入居事業所４つが併設された複合型の施設と
なっており「お客様の満足度の向上を」「より良質の
サービス提供を」「優しさをもって」「互いに尊敬を」

「喜びにあふれ」を法人理念とし、ご利用者の尊厳を
保障し、潤いある生活を送っていただけるようさまざ
まなサービスを提供しています。

入所部門は全室個室のユニット型で「尊厳の保障」
「自分らしく潤いある生活」「地域コミュニティ施設」
を目的に個別ケアを実践しています。

はじめに

私は、開設時に入職し21年目になります。現在、
主にユニットに従事し、食事や排せつ、入浴ケアな
ど自立をめざした生活支援や尊厳を大切にした個別
ケアが実践できるよう他の職員と連携し関わってい
ます。また、リーダーとして勤務表作成の他、チー
ム力と質の向上のためユニット会議を行い、チームで
一緒に考え良いケアを実践するための舵取り役を
担っています。2025年度からはリーダー兼介護副主
任をしており、まだまだ力不足でうまく機能すること
ができていませんが、リーダーの育成やサポートに少
しずつ取り組んでいます。

これまで多くの失敗や挫折を経験しましたが、ご
利用者の笑顔をやりがいにして乗り越えてきました。
その経験とやりがいである笑顔のために大切にして
いることをお伝えしたいと思います。

私の原点

私は短大卒業後、初めての職場として当施設に入
職しました。人としても未熟で、大変な状況になると

「無理です」と上司に反発し、その度に「謙虚になり
なさい」と注意されていました。そんな私ですが、も
ちろんたくさんの失敗を経験しました。やりがいを感
じていなかった頃は「辞めたい」と思ったことも何度
もあります。そんなとき、「なぜこの仕事を選んだ？」
と考える瞬間がありました。

きっかけは、父が酸素吸入をしての生活を余儀な
くされたことです。つらそうに入浴する父を見て「私
が助けたい」と入浴の手伝いをするようになりまし
た。ある日、父が「たとえ家族でも人の世話ができ
るのはすごい。お前は介護職に向いている」と言って
くれました。その瞬間、「自分でも人の役に立てる仕
事ができる」と思い介護の仕事に進む決心をしまし
た。自分を振り返り、「まだ父に胸を張れる仕事はで
きていない」と感じ、介護の仕事に真剣に向き合う覚
悟をしました。

私がまず考えたのは理念です。理念を意識するこ
とで、私がやるべきことが見えてきました。いまでは、
悩んだときは理念を思い出し、解決策を考えています。
理念を念頭に置き、ご利用者と関わりをもつように
なってからは、「あなたがいると安心ね」などありが
たいお言葉をいただくことも増えました。何よりその
関わりのなかで、ご利用者が見せてくださる笑顔で
自然と自分も笑顔になっていることに気づき、いつし
かご利用者の笑顔を引き出すことが私のやりがいに
なっていました。　

やりがいは「笑顔」
笑顔のために大切にしていること
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